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滞在した一般のボランティア 998 名が含まれていた。B 団体を参照群として
選んだ理由は、1) 全国的なボランティア宿泊期間データがなかった、2) 宮
崎県内で宿泊期間の集計データが公開されていたのはB団体だけであった、





表１に示す月ごとの平均宿泊日数では、A 団体のお寺関係者 2.8 日、A 団
体の一般ボランティア 5.4 日、B 団体の一般ボランティア 1.4 日と、A 団体
の一般ボランティアが最も滞在期間が長かった。月ごとの平均宿泊日数で
も、どの月も A 団体の一般ボランティアが長かった(図 1)。また A 団体のお
寺関係者は、滞在日数の変動が少なかった。図 2 には月ごとの宿泊人数の
経時変化からは、3 グループの中で A 団体のお寺関係者が震災直後より活
動を開始できていたことが示されている。4 月より A 団体の一般ボランテ
ィアも増加し始め、5 月、6 月、7 月と B 団体の一般ボランティアが増加し
ていた。一方、お寺関係者は夏以降は減少していた。 
	 図 3 の月ごとの宿泊利用率は、3 グループとも 20％未満の利用であった。







本研究の結果では、A 団体と B 団体との間で、一般ボランティアの長期



























































	 	 	 年間病床利用率＝	 
月間在院患者延数の 1 月～12 月の合計	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表１	 各団体の宿泊者の特徴	 	 
	 



















平均滞在日数/月 2.8(5.3♯) 5.4 1.4 
性別	 男性 436(72.3%) 158(58.3%) 不明 



























施設場所 宮城県仙台市 宮城県石巻市 























































































































































図 3	 各団体における月ごとの宿泊利用率(%) 
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